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　0弁辰の鉄と南北市擢

●斧状鉄板の生産と流通

　③鉄挺の生産と流通

④鋳造斧形品の生産と流通

⑤倭と加耶の鉄をめぐって

　『三国志』魏書東夷伝弁辰条の「国出鉄韓滅倭皆従取之諸市買皆用鉄如中国用銭又以供給二郡」，

同倭人条の「南北市羅」の記事について，対馬・壱岐の倭人は，コメを売買し，鉄を市（取）って

いたと解釈した。斧状鉄板や鉄鎚は鉄素材で，5世紀末に列島内で鉄生産がはじまるまで，倭はそ

れらの鉄素材を弁韓や加耶から国際的な交易によってえていた。鉄挺および鋳造斧形品の型式学的

編年と分布論から，それらは洛東江流域の加耶諸国や栄山江流域の慕韓から流入したものであった。

5世紀末ごろ倭に移転されたとみられる製鉄技術は，慶尚北道慶州陸城洞や忠清北道鎮川石帳里製

鉄遺跡の発掘によってあきらかとなった。その関連で，大阪府大県遺跡の年代，ブイゴ羽口の形態，

鉄澤の出土量などを再検討すべきことを提唱した。鋳造斧形品は農具（鍬・来）で，形態の比較か

ら，列島内のものは洛東江下流域から供給されたと推定した。倭と加耶の間において，鉄（鉄艇）

は交易という経済的な関係によって流通した。広開土王碑文などの検討もふまえ，加耶と倭をめぐ

る歴史環境のなかで，支配，侵略，戦争といった政治的交通関係はなかった。鉄をめぐる掠奪史観

というべき論を批判した。
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0……一…弁辰の鉄と南北市羅

　『三国志』魏書韓伝によると，弁韓・辰韓には各十二国，あわせて二十四国が存在した。弁辰は，

狗耶国（金海），安邪国（成安），古資弥凍国（固城），不斯国（昌寧）など洛東江流域にあった国々

である。弁辰・弁韓諸国に，4～5万戸の人口が居住していた。

　紀元前1世紀ごろには，金海の狗耶韓国一帯で製鉄がおこなわれていたと推定される。製鉄関連

の遺跡は確認されていないが，慶尚南道昌原郡茶戸里1号墓の鋳造斧形品は，朝鮮半島南部地域で

製作された鉄器であり，鋳造されていたことをしめす。茶戸里1号墓では，磁鉄鉱石も副葬され，

周辺地域で鉄鉱石を原材料とした鉄生産がなされていた。

　『三国志』魏書東夷伝には，「国出鉄韓歳倭皆従取之諸市買皆用鉄如中国用銭又以供給二郡」，『後

漢書』には，「国出鉄激倭馬韓並従市之凡諸質（貿）易皆以鉄為貨」と記されている。

　「取」は，『後漢書』によると「市」である。市は「とる。…市，取也」（『大漢和辞典』）である。

　弁韓地域では「鉄」，つまり鉄鉱石が産出し，製錬されていた。韓・減・倭人は「鉄」を市（か）っ

ていたが，その鉄は鉄鉱石ではなくて，製錬され，鍛冶生産された鉄素材（インゴット）にほかな

らない。その市場で取引・交易に用いられたという鉄は素材である。それは，同時期の鉄器類をみ

ると，斧状鉄板が該当する。斧状鉄板には規格性があり，貨幣の機能，交換価値をもっていた。そ

れらは，楽浪・帯方郡に供給されていた。

　『三国志』魏書東夷伝では，弁辰条に倭人条がつづくが，そこに「封馬國…有千鹸戸無良田食海

物自活乗船南北市耀」，「一大國…有三千許家差有田地耕田猶不足食亦南北市耀」とある。その

「耀」について，『三国志』には倭人条のほか，つぎのような用例がある。

　　「時穀耀県乏，玄罷謝諸生」（『三国志』崔談伝）

　　「助糧食少，無以相振，乃遣従弟借告羅干豫章太守華歌」（『三国志』孫策伝）

　　「定俵邪僧媚，自表先帝旧人，求還内侍，皓以為楼下都尉，典知酷確事，専為威福」（『三国志』

　　三嗣主伝孫皓伝）

　「市羅」は，市で穀物を売買する意がある。韓伝の「州胡」（済州島）人の「市買」とは意味がち

がっている（「乗船往来市買中韓」）。対馬や壱岐の集団は，朝鮮海峡・対馬海峡・玄界灘をわたっ

て，穀物などの交易をおこなっていた。「市羅」の本義は魏書東夷伝のなかで解釈されなければな

らない意味から，倭人はコメと鉄（鉄素材）を交換していたと推定される。

　「市」は「かふ。市，買也」で，「羅」は「米を買ひいれること。羅，市穀也，弘入耀（『説文』）」，

「耀」は，「米を費りだすこと。耀，出穀也，駄出杁耀，擢亦聲（『説文』）」，「耀耀」は，「穀物を

買ふことと賓ること」の意である。

　対馬には良田がなく，海産物を食べて自活し，船に乗って南北に市羅したと伝える。済州島人，

対馬人はともに交易民であるが，「市羅」と「市買」と使いわけられている。二つの島の地理的位

置関係もことなる。とすれば「中韓」も，「中国」と韓で交易したと解釈しえる。「南北」は，文字

どおり韓と倭との関係であった。南北に海を渡って穀物を買い入れるのであるが，そのために貨幣

なり，交換物が必要である。鉄板は，貨幣のように交換価値をもっていたということである。朝鮮
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海峡・対馬海峡・玄界灘をわたって，穀物などの交易をおこなっていた。

　そこであらためて「取鉄」と「南北市羅」の記事に着目すると，倭人は3世紀以来，コメと鉄（鉄

器・鉄素材）を交換していたということである。魏書東夷伝では，「弁辰」条につづいて，「倭人」

の条が記述されている。二つの記事は密接に関連している。

　弁辰の鉄は，鉄素材として市買され，対馬・壱岐の集団は「南北市確」していた。この「羅」は，

コメの売買をふくむ用語で，「羅」でなく「耀」であることから，対馬・壱岐の集団は，南からコ

メを買い入れ，北と交易し，鉄素材を入手していた。その素材には壱岐カラカミ遺跡の鉄板のよう

なものもふくんでいたにちがいない。

　『魏書』東夷伝，高句麗条で「下戸遠据米糧盟供給之」とある。「米糧」は「五穀」で，五穀にコ

メがふくまれるかどうかである。当時高句麗では，稲（陸稲・水稲）は主要な穀物でなかった可能

性がつよい。国産の青銅器も儀器として，交換財と用いられていた。弥生時代後期には，水稲農耕

が定着し，農業生産力が増大するにつれて，「余剰米」を捻出され，鉄素材との交換財として利用

されたのであろう。

　漢魏と周辺諸国との朝貢関係において，唯一前漢から旬奴に対して「米」が贈られている。

「米」がどのような穀物であるかであるが，「米」が国家間において移動している。

　狗耶韓国の金海をはじめ，南海岸一帯には弥生土器・甕棺，土師器などが分布する。交易・経済

活動をおこなう倭人が居住していた。

　鉄を市（か）っていた倭人は対馬人や壱岐人であった。倭の地には，「大倭」が管理する市があ

り，さまざまな物資が交易されていた。とくに伊都国に一大率が置かれた。この伊都国の市は，対

外的な国々の間の交換の場としての公的な市であった。その市で売買，取引された鉄は壱岐カラカ

ミ遺跡・福岡西神・佐賀城ノ上遺跡のような鉄板・斧状鉄板であった。

　壱岐島の原の辻遺跡では，海岸から河川に通ずる船着き場（港）が設けられ，物資が輸送されて

いた。伊都国が所在する糸島平野では三雲遺跡などの大集落跡があり，韓・漢の遺物とともに，大

量の鉄器（斧状鉄板・素材）が出土している。斧状鉄板の流入と流通とともに，武器・農工具の生

産が増大し，鍛冶技術がより高度に発達する。

　魏にとって『三国志』魏書東夷伝弁辰条のなかで重要な記事は「供給二郡」であろう。楽浪郡に

は，鉄官が置かれていない。遼東郡の鉄官は「平郭有鉄官堕官」（『漢書』地理志）とあり，平郭県

　（蓋州）に置かれた。楽浪・帯方の二郡に供給された「鉄」は，鉄素材の鉄板（鋼板）であった。

　楽浪郡と弁辰との関係において，問題となるのは「供給」という関係である。時期は，楽浪・帯

方の二郡に供給されたとあることから，204年の公孫氏による帯方郡設置以後のことである。

　『三国志』のなかの「供給」記事をみると，「其国中大家不佃作，坐食者万余口，下戸遠担米糧魚

堕供給之」（東夷伝・高句麗伝），「二郡有軍征賦調，供給役使，遇之如民」（東夷伝・滅伝）など10

ケ所ある。前者は，運搬するような意味で，後者は「使役」を負担，だすという意である。

　楽浪・帯方郡と弁辰との「供給」関係に強制力や供献的，朝貢的意味はないと解釈される。

　弁辰と韓・濃・倭との関係は取る，市う，つまり売買であり，楽浪・帯方郡との関係は「供給」

であった。その関係においてちがいがみられる。楽浪・帯方郡は，鉄素材の供給にたいする見返り

品として，銅鏡・貨銭・漆器・鉄鼎・銅錫・鉄鎮などの漢式遺物であった。製鉄技術の移転もあっ
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たのであろう。

②一一一斧状鉄板の生産と流通

　『三国志』魏書東夷伝にみえる楽浪・帯方郡に供給されたという鉄，倭・韓・浅人が市っていた

鉄とは鉄板である。刃部の有無によって，板状鉄斧・斧状鉄板，総して斧状鉄板（板状鉄製品）と

よぶ。それらは，3世紀を中心として，三韓地域に分布する。三韓社会のなかで流通していた。

　楽浪・帯方郡（成鏡南道永興郡所羅里，黄海北道銀波郡葛蜆里）

　辰韓（慶尚北道慶州市入室里・九政洞・朝陽洞38号墓・陸城洞墳墓群，慶州郡舎羅里30号墓，

　　　浦項市玉城里1・4・22・26・112号墓，慶山市林堂洞AI－11・74・88・89・91・96・137・

　　　139・147・208，DH－205，　E－82・91・138号墓）

　弁韓（慶尚南道蔚山市下岱，金海市大成洞29号墓，良洞里162号墓，昌原市三東洞墳墓群，昌

　　　原郡茶戸里1・6・10・11・13・23・27・40・42号墓，義昌郡鎮北面大坪里，三千浦市勒島）

　馬韓（忠清南道天安市清堂洞）

　耽羅（済州道済州市龍潭洞）

　舎羅里30号墓（慶尚北道慶州郡）では，木棺の底部に敷いた状態で65枚，木棺の四隅に5枚の

板状鉄製品が出土した。長さ240～285㎜，刃幅60～75㎜，基部幅35～50㎜に限定される。平均

値は，長さ262．5㎜，刃幅67．3㎜，基部幅43．2㎜，厚さ10．5㎜である。長さと刃幅の指数26，

長さと基部の指数17，基部と刃幅の指数は65で，刃幅は長さの4分の1，基部は長さの約6分の

1である。素材は平均値からいえば，長さ263㎜，幅43㎜ほどの細長い長方形鉄板を約1．5倍に

刃部をつくる。刃部・基部とも丸く仕上げている。主要な用途は，茶戸里1号墓の柄付き斧，ヨキ

（縦斧）である。なお舎羅里43号墓の袋斧（長さ140㎜，幅33㎜，厚さ8㎜）は，そうした素材

からつくられたものであろう。

　形態　長さ・刃部幅・基部幅から表1のように分類できる。もっとも長いものが舎羅里30号墓

の285cm，茶戸里6号墓の372　cm，があり，勒島の123　c皿の小形のものがある。刃部幅は118　cm

（玉城里4号墓）から533cm（茶戸里1号墓），基部幅は24　c皿（下岱44号墓）から78　cm（玉城里

4号墓）である。

　用途　刃部が形づくられ，実用の万能具（鋤・鍬・工具）として使用された。同時期に鋳造鍬

（来）やタビ（袋穂形）があり，主として手斧や斧として用いられた。

　そのなかで，刃をつくりだしていない段階の斧状鉄板がある。それらが鉄素材である。約1cmの

厚みのある素材で，当時の農工具，鉄矛・有棘利器などの武器などの製作に有用な形態のものであ

る。こんご鉄素材としての斧状鉄板は，集落や鍛冶工房跡で出土するにちがいない。

　浦項玉城里108号墓，慶山市林堂洞137号墓，蔚山市下岱2・10号墓のように，10枚1組で出

土している。舎羅里30号墓では10枚1組で7組である。つまり3世紀前後の板状鉄製品は規格品

であるとともに，10枚を1組としてとりあつかわれている。貨幣の役割をもつ鉄素材として，流

通していたのであろう。のちの鉄鍵と共通する。

　時期　斧状鉄板は，茶戸里1号墓例のように紀元前1世紀に出現している。下限は4世紀中ごろ
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　　　　　　　　　図1　板状鉄斧の長さと刃幅

表1板状鉄斧と鉄艇の大きさ（長さと基部・最小幅の大きさ） mm

板状鉄斧の型式 鉄挺の型式

1 細型板状鉄斧　　（120～180，25～40） 細型鉄艇　（40～180，10～25）

A（40～80，10～25）

B（80～180，10～25）

H 小型板状鉄斧　（180～240，40～50） 小型鉄艇　　（100～220，25～50）

皿 中型板状鉄斧　（240～320，30～60） 中型鉄艇　（220～300，25～75）

A（240～320，10～30） A（220～300，25～50）

B（240～280，30～60） B（220～300，50～75）

C（240～320，30～60）

IV 大型板状鉄斧　　（320～360，60～100） 大型鉄挺　　（300～530，50～150）

A　（300～480，50～100）

B（480～530，50～150）
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で，鉄鑓にかわる。

③一………鉄錠の生産と流通

　加耶の鉄艇と倭　鉄鍵は4世紀中葉ごろ百済・新羅・加耶の地域で出現する。金海大成洞29号

墓や慶州月城路の斧状鉄板形の鉄鍵が古い。初期の鉄錐の形状はバチ形で，斧状鉄板に類似し，そ

れらから鉄鍵という形態に変化する。下限は，鉄鍵というかたちの鉄素材が出土資料として認識で

きなくなるのは6世紀中葉ごろである。鉄板形の素材は継続してつくられる。6世紀になると，小

形化し，非実用的なものになる。

　新羅では，慶州月城路力20号墓や皇南洞106－36号墓のように小形化する。月城路力29号墳例

はミニアチュアである。昌原加音丁里力3号墓の小形鉄鍵は時期的に加耶滅亡後の資料である。忠

清北道忠州模岩里1号墳は，6世紀中葉の真興王代の新羅領域拡大過程で築造されたもので，石室

構造も慶州の忠孝里型である。

　新羅では6世紀前半，第2四半期ごろに鉄鍵じたいが形態的に変化する。こうした現象は，副葬

観念や積石木榔墳から石室墳への墓制上の変化と関連するであろう。しかし素材としての鉄鍵（鉄

板）は鍛冶生産に不可欠なもので，形をかえながらも存続する。

　日本列島での鉄挺の出現時期は，現存資料によると，兵庫行者塚古墳など5世紀初めである。そ

の以前の4世紀後半では福岡花聾古墳などでは板状鉄斧である。鉄鍵は，列島内では4世紀中葉ご

ろ流入していた可能性がある。

　鉄鍵の古墳への副葬という風習は6世紀中葉ごろになくなる。6世紀段階では，形態的にも福岡

沖ノ島や大和二塚などのように長大化・長方形化する。その段階には，すでに素材としての鉄鍵も

国産化されていた。列島においても，斧状鉄板から鉄鍵に形状変化する。これらの斧状鉄板や鉄鍵

の生産地は朝鮮半島南部地域で，列島内に流入したものである。

　鉄挺は，慶州盆地・大邸盆地・洛東江・栄山江・錦江流域などの新羅・加耶・慕韓・百済の諸地

域に分布する。日本列島内では，九州北部から関東地方に分布し，近畿地方に集中する。

　鉄錘の大半は，墳墓や祭祀遺跡で出土している。千葉南二重堀，東京氷川神社北方，愛知伊勢中

学校，岡山窪木薬師，愛媛出作，大分萩鶴遺跡などでは住居跡・工房跡で出土している。炉（鍛冶

炉など）に伴出し，鍛冶の素材であることは明瞭である。鉄鍵は，工房・住居跡の廃絶，埋没過程

で廃棄されたものであろう。鉄鍵出土の工房は集落内に存在する。一集落内における鍛冶工房，つ

まり集落内分業としての鍛冶か，近隣の集落をふくめた複数の集落群単位，つまり集落間分業とし

ての鍛冶かであるが，大規模な集落であり，前者であろう。鉄素材が広範に流通していることがし

られる。

　鉄錐の形態の比較から流通関係を推定する。兵庫行者塚古墳（5世紀初め）の大形鉄鍵は，上下

端部のひらく特徴があり，大和6号墳や兵庫宮山古墳へ型式学的に変遷する。同形態の鉄挺は，洛

東江下流・南江流域の東莱福泉洞墳墓群や成安道項里古墳群，栄山江流域にひろく分布する。行者

塚古墳の晋代帯金具，馬具，鋳造鍬，鍛冶具の流入経路は，帯金具をのぞき，洛東江下流域の加耶

地域である。行者塚・丸山古墳など5世紀前半代の鉄鍵は，金海を中心とした加耶諸国から流入し
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たのであろう。奈良南山古墳や大阪野中古墳では鉄鍵とともに加耶土器が伴出している。

　5世紀中葉～後半，奈良南山古墳・大和6号墳・野中古墳・滋賀新開2号墳の鉄鍵は，その形態

や伴出する加耶土器からみて，洛東江流域の東莱・金海・昌原・成安・高霊地域から流入している。

　北部九州の鉄挺の形態は，栄山江流域のものに類似する。5世紀初葉，慕韓から窯業（須恵器）

が導入し，大阪南部古窯跡群が形成された。

　いっぽう愛媛出作・魚島大木遺跡の小形鉄挺は，大和6号墳・鞍塚古墳・野中古墳・宮山古墳，

釜山福泉洞1号墓，金海礼安里52号墓例と同一範疇に属する。鉄鍵の長さ・厚さ・鉄鎚による成

形痕跡など，大和6号墳のものに類似する。5世紀中葉ごろになると，倭政権が中心となり，鉄素

材（鉄鍵）を輸入し，各地に供給されたのであろう。出作鍛冶工房で生産されたと推定される鉄鎌

の未製品が，近辺の猪の窪古墳から出土している［長井編1981］。

　古墳への鍛冶具の副葬は5世紀前半にはじまり，5世紀後半以後普遍化する。鉄器に対する需要

が飛躍的に高まり，鉄の供給体制が確立しはじめたのであるが，その背景に鉄生産の開始がある。

製鉄技術は，百済系の「韓鍛冶」によって伝えられたが，窯業（須恵器）と同様，栄山江流域の慕

韓からも技術移転されたのであろう。

　大阪大県遺跡群では，鍛冶炉，炭窯，鉄津，砥石など鍛冶関連の遺構・遺物が出土している［花

田2002］。鍛冶炉は5～8世紀の時期にわたる。大県南遺跡では，A地区で鉄津（8㎏）・フイゴ羽

口・砥石など6世紀末～7世紀前葉，B地区で5世紀後半（3号炉），6世紀後半（4・5号炉）の

鍛冶炉，5世紀前葉の炭窯が確認された。鉄淫（14kg）・ブイゴ羽口が大量に出土した。　C地区で

は7～8世紀の鍛冶炉2基があった。鉄澤は金属学的分析や形態からみて，製錬津でなく，「精錬鍛

冶淫」がふくまれる。出土した鍛冶津全体の検討が不可欠であるが，大形の椀形澤や大形のブイゴ

などから，「精錬」がおこなわれた可能性があるという。大県周辺では製鉄（製錬）遺跡は未確認

である。鉄鉱石・砂鉄を搬入しての製鉄は想定しがたいので，精錬の原材料の鉄塊（鍋・銑）が運

搬されてきたということになる。大県遺跡鉄淫の鉱石の原産地などについては確認されていない。

　大県遺跡のブイゴ羽ロの形態や大きさが問題となる。4世紀代の石帳里，陸城洞，6世紀代の密

陽製鉄遺跡では，大形のL字形のブイゴ羽ロ（口径20cm以上）が用いられている。とくに溶解炉

にともなうブイゴである。百済・新羅・加耶をつうじて，共通の形態のブイゴが発達していた。倭

への製鉄技術の伝播では，その特徴的なブイゴがともなったとかんがえられる。大県遺跡のブイゴ

は，比較的大きいが，通常の鍛冶用の形態である。つまり大県遺跡でいかなる技術段階の「精錬」

がおこなわれていたかである。大県遺跡の鍛冶遺構の時期は6世紀が大半で，こんご5世紀代の鍛

冶津やブイゴの形状が注目される。

　奈良脇田遺跡の鉄津は鍛冶澤で，ブイゴは通常の大きさである。時期は5世紀後半から7世紀で，

地光寺が建立された7世紀後半には，寺域等との関係からみて，鍛冶場の存在についてはみとめが

たい。

　大県遺跡における精錬鍛冶の操業時期について　鉄津は，出土遺構の伴出土器から，その上限時

期は5世紀末で，下限は6～7世紀にくだる。6世紀代のものが多い。6世紀代に列島内で製鉄は

開始し，製錬・精錬・鍛冶生産は発達する。大県においても，5世紀以前の小鍛冶の段階では鉄挺

を原材としていたにちがいない。大阪森遺跡の鍛冶跡では鉄鍵が出土している。大県遺跡で，鉄津
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が大量に出土するといわれるが，時期幅や操業期間を考慮すると，炉跡ごとに多量に鉄津が生成さ

れるとはいえない。製鉄遺跡における鉄津の出土量とはことなるのである。

　近畿地方では，鍛冶工房の20ヶ所が5世紀後葉に集中的に出現し，6世紀初めに消滅するとい

う。布留・脇田・大県などの大規模な鍛冶集落は存続する［花田2002］。このころ製鉄・鍛冶の技

術移転があり，倭国内で鉄素材の供給が可能になった。6世紀初めの消滅という現象は，鉄器生産

体制が再編成された証左であろう。

　6世紀中葉～7世紀には，岡山千引カナクロ谷製鉄遺跡など列島各地で，製鉄（鉱石製錬）が本

格化し，鍛冶・金工技術も発展した。飛鳥時代になると砂鉄製錬の技術移転。黎耕の普及にともな

い，鋳鉄生産がはじまる。

　百済と慕韓の鉄艇　全羅南北道から忠清南道にかけての百済・慕韓地域で，つぎのような鉄挺が

発掘されている［金正完2000］。

　・全羅南道霊光郡禾坪里下花B号甕棺墓（6枚），羅州市潅南石泉里龍山，霊岩郡臥牛里ア6号

　　甕棺墓（2），万樹里4号墳10号木棺墓（2），11号木棺墓（1），月松里松山甕棺墓，海南

　　郡院津里籠岩1号甕棺墓（3），鳳叡里新琴甕棺墓（3），富吉里甕棺墓（4）

　・全羅北道竹幕洞祭祀遺跡（1）

　・忠清南道瑞山郡明智里土墳墓（1），瑞山郡籐美里1号土墳墓（1），鹸美里採集（4），箭川

　　郡烏石里95－8号土墳墓（2），公州市南山里10号土墳墓（1），大田市九城洞D－2・6・9土

　　墳墓，扶鎗論峙里祭祀遺跡（10）

　鉄挺は，甕棺墓や土墳墓など小規模な墓や祭祀遺跡で発掘されている。年代は4～6世紀で，百

濟・慕韓の時代である。馬韓時代の漢江流域の漢沙里遺跡では，鉄津・鍛造剥片，裁断鉄片，鉄板

片が出土しているが，馬韓時代の鉄素材は斧状鉄板類であったと推定される。鋳造鍬（来）などの

破片を再利用した鍛冶も発達している。斧状鉄板は，4世紀の段階で薄手の鉄板（鉄鍵）に変化し

た。鉄鍵は百済地域で出現した可能性がつよくなっている。漢城は，475年に高句麗によって陥落

し，百濟は熊津城に遷都したが，上記の鉄錘はいずれも漢城時代に属する。

　『日本書紀』神功紀四十六年条によると，百濟の近肖古王代（在位346～375）王が，「鉄鍵冊枚幣

爾波移」と「鉄鍵」40枚をあたえたという。「鉄錐」は，『日本書紀』編纂時の用語であるが，鉄

鍵の出現時期が百済の漢城時代，4世紀中葉にさかのぼることから，この記事の内容は4世紀後半

のこととして理解できる。泰和4年（369）に製作された七支刀の贈与も同じころである。

　百済での製鉄技術の水準は，忠清北道鎮川郡石帳里の製鉄遺跡によってしられる。製鉄の各工程

（製錬・精錬・鍛冶・鋳造）の炉，鉄津，製品，原料の砂鉄・鉄鉱石が伴出している。鉄鉱石を原

鉱として製錬しているが，鉱石粉末が製鉄炉に隣接して出土した。原料は鉱石で，鉱石粉末を混入

する製錬技術があった。鋳造鍬（来）の鋳造をはじめ，鍛造，製鉄から鍛冶にいたる一貫工場であっ

た。遺跡の年代は3世紀末から4世紀代の百済初期である。

　　「五二年秋九月丁卯朔丙子，久邸等従千熊長彦詣之。即献七枝刀一口七子鏡一面，及種々重實。

　　防啓日，臣国以西有水。源出自谷那鉄山。其遡七日行之不及。當飲是水，便取是山西鐵，以永

　　奉聖朝」（『日本書紀』巻第九）

　百済の西は海で，百済の漢城からみて，西北にあたるので，「水」は臨津江か礼成江であろう。
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「谷那鉄山」の比定地の一つである黄海道谷山郡には標高1，277mの大岳山があるが，けっして急

峻な山岳地帯ではない。しかしその「水」の流域の「山」の「鉄」を原料として，七支刀がつくら

れたという。砂鉄でも鉄鉱石のいずれかである。その七支刀は鋳鉄脱炭鋼か可鍛鋳鉄であろう。七

支刀の折れ口は鍛造ではない。百済ではすでに鋳造技術は発達し，石帳里製鉄跡では鋳型も出土し

ている。

　4世紀後半，この臨津江から礼成江一帯は高句麗と百済の係争地帯である。そうした政治情勢の

なかで，七支刀や鉄鍵が百済からもたらされたのであった。

　5世紀後半には新羅・加耶の領域は変動する。製鉄の一大産地である東莱・金海にかけての地域

は，新羅の政治圏にくみこまれ，倭の諸集団は，金官加耶いがいの加耶諸国，阿羅加耶・小加耶・

大加耶とかかわりがつよくなる。5世紀末，金海から昌寧・大邸・星州地域は洛東江の江東政治圏

が形成され，新羅と政治的関係を結んでゆく。

　5世紀後半，栄山江流域との対外交渉が活発になり，その流域に前方後円墳が築造されるように

なる。倭人の集団的な移住をともなう経済活動による。倭の五王の対外関係において，江田船山古

墳の被葬者を核とする有明湾岸・玉名川流域の諸集団が，慕韓・百済・南朝との海外交易をになっ

ていた。

　朝鮮半島と日本列島内の斧状鉄板・鉄挺は，5世紀中葉まで同一の発展をとげる。需要と供給の

関係にあり，国際的分業というとらえかたもある。そうした体制は5世紀後葉になくなる。加耶を

めぐる国際関係の変化のなかで，列島内で鉄生産が開始した。紀元前後から4世紀中葉，斧状鉄板

は倭に流入したが，鉄鍵という形態に変化してからも，洛東江流域の東莱・金海・昌原・成安・固

城，高霊の加耶諸国，栄山江流域の慕韓の地域から流入している。

　弥生時代いらい，古墳時代中期にいたる数百年間，製鉄（製錬・精錬）技術が移転されるまで，

鉄素材は韓の地に依存していた。その供給の形態は，基本的に交易・交換関係であり，贈与・送物

などの関係もあった。鉄鍵は，海峡をへだてて両地域で共時的に分布するが，それは需要供給関係

があったことにほかならない。

　4～5世紀の倭の国際関係において，鉄の交易が中心であった。3世紀の対馬・壱岐人のような

交易集団が存在し，共同体内，共同体外の市も発達していた。西海岸の全羅北道竹幕洞祭祀遺跡に

みられるように，5世紀いらい倭・百済・慕韓・南朝との海上交通が発達し，朝貢，交易，交換，

技術移転などの交通関係があった。5世紀代，大阪湾岸の法円坂倉庫群，紀ノ川河口の鳴滝倉庫群

は，まさに諸共同体の終わる場に造営された巨大な倉庫群で，いずれも津・潟（港湾）に立地する。

基本的に穀物倉庫であるが，港湾に立地するという点において，一般の倉庫群と性格を異にする。

　和歌山丸山古墳の大形鉄錘は，成安道項里古墳群や東莱福泉洞古墳群，慶州皇南大塚南墳の大形

鉄鍵に共通する。5世紀前半代である。鳴滝倉庫群と無関係ではない。同様に大阪古市古墳群で大

量に発掘された鉄鍵なども交換財である。大阪湾の住吉の津や，紀ノ川河口に市が発達し，近畿各

地の鍛冶集落に交換・交易というかたちで鉄素材が供給されたのであろう。
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④…一一・鋳造斧形品の生産と流通

　鋳造斧形品の主要な用途は，鍬・来である。石帳里や陸城洞製鉄遺跡群において，溶解炉ととも

に，鋳型が出土している。名称として，機能から「鋳造鍬」，「鋳造来」を提唱しているが，形から

「鋳造斧形品」とよぶ。この鍬・来は鋳造であり，鉄生産の技術的発展段階をみることができる。

しかも朝鮮半島南部地域で生産され，列島に流入した渡来系遺物である。

　鋳造斧形品は，形態的特徴から，茶戸里型・下岱型・老圃洞型・陸城洞型・月城路型・石帳里

型・玉田型・新鳳洞型・礼安里型にわけられ，基本的に茶戸里型から礼安里型へと，時間的な流れ

のなかでとらえられる［東1999］。

　茶戸里型　上面両側縁部に突帯のあるもので，刃部幅が身部最小幅より大きく，くびれるような

形態（茶戸里40号墓）。上面幅・下面幅指数は100～87，上面幅にくらべ高い（75）。身の縦断面

が長三角形で，その以前の龍淵洞（慈江道）のようなV字形でない。紀元前1世紀代に出現。

　下岱型　窒部と刃部幅の等しい長方形で，蕃部上面幅と刃部の比率が44～54の50前後で，上面

の形状が長台形を呈する。下岱型の時期は2世紀中葉～3世紀前葉ごろで，茶戸里型にくらべ，長

方形化している。茶戸里型の祖形は龍淵洞などの鋳造鉄斧にあるが，そうした鉄斧から変化し，こ

の下岱型段階で定型化した。

　老圃洞型　刃部幅が妻部幅より大きく，無突帯のもの。老圃洞墳墓群では，1・7・16号墓

で，33号墓で下岱型が出土している。使用によって，曲刃となっているものが多い。3世紀中葉

から後葉にかけての時期に発達する。大邸八達洞，昌原三東洞，金海礼安里墳墓群など洛東江流域

に分布する。辰韓・弁韓の諸地域に分布する。

　陸城洞型　陛城洞製鉄遺跡出土の鋳型の特徴は，上面の両側縁部に突帯があり，上面幅がせまく，

刃部両端に稜線をもつ。上面と下面の長さがほぼ等しく，墾部も幅にくらべ高い。陛城洞型は，下

岱43・44号墓例（2世紀後葉～3世紀前葉）がもっとも近似する。浦項・玉城里78号墓例，東莱

老圃洞33号墓（3世紀後葉）にも類似することから，陸城洞型は下岱型をもとに発達し，上限は2

世紀末から3世紀後半代で，下限は月城路力29号墳（4世紀後葉）の製品に類似することから，

4世紀代である。

　月城路型　4条の細線突帯がつき，身部の最小幅が窒部・刃部幅よりせまい。4世紀末から5世

紀初めに新型式としてあらわれ，5世紀後葉まで存続する。慶州皇南大塚南墳・北墳，金海七山洞，

昌原道渓洞，成安梧谷里，龍仁水枝洞遺跡にみられる。

　桂南里型　3条突帯。昌寧校洞89号墳，金海退来里，慶州の金鈴塚・天馬塚，ソウル夢村土城，

楊州大心里で確認されている。退来里力7号墓の時期比定によっては，その出現が4条突帯より先

行するかもしれない。6世紀代では，4条突帯が主流となる。

　新鳳洞型　長さ123～134cmで，扁平な梯形断面，幅広い刃部のものがある。夢村土城に類品が

あり，一つの類型としてみとめられる。漢江流域から錦江流域にかけて流通する型式である。全羅

北道金城里古墳例はその型式である。

　石帳里型　A9号炉跡で，鋳造斧形品1・棒状鉄器1・砥石が伴出している。この製鉄炉で鋳造
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した可能性のつよい。長さ16．8，刃幅5．5，嚢部幅5．1cmで，上面長と下面長の指数は87である。

4条突帯出現以前の段階のものとみられる。遺構の年代にもとつく必要があるが，4世紀後半～5

世紀前葉。盤部上面は2．8，下面5．1，高さ3．7cmで，その面積は14．6c㎡で，　A　6号炉跡の萢芯の

断面の面積は内部で，斧形品の厚さを4㎜程度とすると，ほぼ一致する。上面幅と高さ55に対し

て，萢芯は63～74で，ほぼ相似形になる。

　玉田型　襖形を呈するもので，玉田3号墳出土例をもって，玉田型とよぶ。月城路型から変化し

たもの。鋳造斧形品の鋳型の原型は土製鋳萢がつくられている。玉田型の前段階は，成安梧谷洞古

墳群（5世紀前半）や昌原道渓洞（5世紀前葉）墳墓群でみられる。直接的な祖形は皇南大塚南墳

のような形態と推定されるが，模形という形に変化している。玉田型の鋳造所は大加耶圏内に存在

したにちがいない。玉田古墳群では，5世紀第4四半期のM3号墳から6世紀第1四半期の4・7

号墳までの期間，同一形態のものが出土している。形態的にみると，M3→7→4号墳の順序が想

定される。

　陳川郡地域は多羅国で，大加耶を構成する有力な国であった。古墳群では，鉄鍵は未確認である

が，棒状の鉄素材が出土している。鎖頭大刀などの製作など金工技術は高い水準にあった。鋳造斧

形品の生産も同時におこなわれていたのであろう。冶櫨鉱山も近在する。

　鋳造斧形品の生産と流通　三韓時代，下岱型が2世紀中葉から3世紀前葉に流通するが，3世紀

後半以後の陛城洞鋳型と形態的に類似する。老圃洞型は3世紀中葉から後葉にかけて生産され，陸

城洞型と形態的に若干異なっている。老圃洞型は，広範に分布し，弁韓地域で発達したものといえ

る。老圃洞墳墓群と下岱墳墓群は距離的に近いが，形態差がある。

　4世紀後葉段階になると，月城洞力29号墳のような2条突帯をもつものが量産されている。4

世紀後半は，新羅における農業生産力，開墾・水田開発に不可欠なのが，鍬（土木具）であった。

　5世紀後葉では，東莱堂甘洞墳墓群例などのような無突帯の細形（皿型）がある。月城路型も慶

州を中心に生産され，桂南里型も昌寧地域を中心に生産されたようである。5世紀後半段階では，

各地域間において形態差があり，地域内のそれぞれの鋳造所で製造されたのであろう。

　6世紀になると，形態的に模形（IV型）に統一される。模形の鋳造斧形品は，玉田型から変化し

たもので，礼安里49号墓のように定型化したとかんがえられる。扶飴松菊里，益山弥勒寺，金海

礼安里（6世紀後葉），慶州皇南洞151号墳（6世紀中葉），大邸時至洞など新羅・加耶・百済の地

域にひろく分布する。

　日本列島の鋳造斧形品の供給地　鋳造斧形品の生産地は，朝鮮半島の南部地域である。クエゾノ

古墳・金蔵山古墳・わき塚1号墳の鋳造斧形品は白鋳鉄で，チタンをふくむ磁鉄鉱を原料とする。

南部地域にはチタン磁鉄鉱が分布する。古墳時代の4世紀後葉の金蔵山古墳・里仁古墳，5世紀初

めの行者塚古墳が古い例である。金蔵山古墳タイプは，4世紀中葉の礼安里139号墓例などから発

達し，成安梧谷里や昌原道渓洞のような形態に変化したもので，その供給地は洛東江・南江流域と

推定される。

　行者塚古墳・クエゾノ古墳群・山ノ神古墳例などは，洛東江・南江流域の金海・昌原・成安地域

から流入したのであろう。

　鋳造鍬は，朝鮮半島における変遷過程と対応し，4世紀後半から6世紀前半にかけて流入する。
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4世紀末～5世紀前半には，洛東江下流域の釜山・金海・成安・昌原などの地域，5世紀末～6世

紀代には百済・大加耶地域から供給されたと推定される。新羅の慶州地域との直接的な供給関係は

なかったようで，鉄鍵の流通関係と関連する。5世紀末に鉄鍵の流入はとだえるが，鋳造斧形品の

それは続く。

　鋳造斧形品は，沖ノ島遺跡をさいごに，6世紀中葉ごろから日本列島への供給はとだえる。それ

は主要な用途である農法にかかわる。朝鮮半島においては，鍬ないし踏鋤として，近現代にいたる

まで使用されているが，5～6世紀の日本列島ではU字形鋤・鍬が主流であった。列島内で鋳造鍬

は，耕作具というより，開墾土木具として，主として用いられたのであろう。朝鮮半島では，鋳造

鍬は，もともと畑作で使用された農具で，5世紀末ごろから，踏鋤として多用されたとみられる。

列島内での鉄の鋳造は7世紀後半にはじまり，黎が生産されている。

9…・・一一倭と加耶の鉄をめぐって

　弥生時代に鉄器が流入し，鍛冶生産がはじまり，4・5世紀に鉄製鍛冶具，木炭窯をふくむ鍛冶

技術が伝播したが，列島内での製鉄は5世紀末にはじまる。

　鉄素材も4世紀後半に斧状鉄板から鉄鍵にかわる。韓と倭地で，同じような変遷過程をたどる。

新羅・加耶・百済・慕韓の鉄生産の発達した諸国と同形態の素材（鉄挺）が流入し，同時にその鍛

冶技術も発達した。鉄製鍛冶具は5世紀初めの福岡上ノ山墳墓群で出土している。3世紀後半から

4世紀代に鉄製武器，農工具の生産が増大する。弥生時代後期の鍛冶段階とことなり，鉄製鍛冶具

は不可欠であった。

　鉄素材は，『三国志』魏書東夷伝にみえるように，コメなどの交換価値をもつ物資とのバーター

取引，交易によって流通していた。3世紀前後の時期，対馬・壱岐人集団は，鉄の交易をおこなっ

ていた。

　2世紀末，卑弥呼を王とする倭国が形成されているが，伊都国には倭国の一大卒が置かれていた。

国際的な交易がおこなわれ，市が管理されていた。そのころ北部九州では鉄器が普及していた。そ

の普及のほどは，阿蘇山麓や九重山麓の山間部の集落で鍛冶がなされていることからもわかる。西

日本の各地に鉄素材（斧状鉄板）の供給とともに鍛冶がひろまる。福岡西神遺跡で大形の斧状鉄板，

福岡博多遺跡や徳島庄蔵本遺跡，奈良纒向遺跡などで鍛冶澤が出土している。

　3世紀前半の奈良ホケノ山古墳では，長手の袋穂付き柄のつく鉄斧（錨）が流入している。弥生

時代後期のものに系譜がもとめられない。また長野市根塚の渦文装飾付きの利器は弁韓地域から将

来されたものである。3世紀後半の椿井大塚山古墳などの前期古墳では板状鉄斧が副葬されるよう

になる。

　3世紀前半，倭国は楽浪・帯方郡をつうじて公孫氏政権，韓諸国の辰王政権と交渉し，238年の

公孫氏滅亡後は，魏・韓との国際関係を結んでいた。3世紀の前半代，辰王政権下の三韓地域から

倭に流入したものとして，馬形帯鉤（長野市浅川端遺跡出土）がある［東2003］。鉄は一貫して，

弁韓から交易によって入手していた。

　4世紀になると，加耶諸国が形成される。洛東江下流域では，金海大成洞墳墓群や良洞里墳墓群
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表2　倭系甲冑

短　　　甲 冑 頸　甲

地　　　域 遺　　　跡 方形板

革綴

長方板

革綴

三角板

革綴

三角板

鋲留

横矧板

革綴

横矧板

鋲留
衝角付 眉庇付 頸　甲

1 慶尚南道釜山 蓮山洞8号墳 ● ● ●

2 〃 伝蓮山洞 ● ●

3 〃 福泉洞64号墳 ●

4 ク 福泉洞2号墳 ●

5 〃 福泉洞4号墳 ●

6 〃 福泉洞112号墳 ●

7 〃 五倫台 ●

8 ク　金海 加達4号墳 ● ●

9 〃　成陽 上栢里 ●

10 〃 衆生院1号墳 ●

11 ク　陳川 玉田68号墳 ●

12 〃 玉田28号墳 ●

13 慶尚北道高霊 池山洞32号墳 ● ● ●

14 ク 池山洞30号墳 ●

15 忠清北道清州 新鳳洞B－1号墳 ● ●

16 全羅南道長城 晩舞里 ●

17 ク　海南 外島 ●

18 京畿道披州 舟月里 ●

などで，碧玉石製品・筒形銅器・巴形銅器などの倭系遺物が副葬され，南海岸の各地で土師器がみ

つかっている。また慶州月城路力29号墓で石釧が出土している。倭と加耶・新羅との交流関係を

しめす。

　筒形銅器はヤリの石突である。列島内では鋒先が剣身状のヤリ本体の長柄に装着される。ヤリは

実用の武器であるが，筒形銅器を装着することによって，儀器となる。大成洞1号墓では巴形銅器

を装着した盾と共存している。この盾じたいも儀器である。武器（儀器）が倭からつたえられてい

る。1号墓は4世紀末～5世紀初めである。倭人と加耶，とくに「任那」（金官加耶）との交流関

係をあらわしている。

　金官加耶における製鉄は，洛東江流域の勿禁鉱山付近でおこなわれていた可能性があるが，遺跡

は未確認である。金海の加達4号墓や礼安里52号墓の鉄鍵は，大和6号墳の形態に類似する。奈

良南山古墳で鉄錐に加耶土器がともなっているが，洛東江下流域でも金海地域の産品である。金海

の加達4号墓では倭系の三角板革綴短甲と頸甲が伴出している。

　5世紀前半代のそれらの甲冑類は製品として流通していた。武具類は，倭国の中枢部，大和や河

内の鍛冶工房で生産されたものであろう。これらの武具も金海の市で交易されていた。鉄鍵を輸入

しながら，甲冑を輸出するという加工交易がなされていた。鉄素材の交換材として，需要供給関係

のなかで，穀物のほかに甲冑がくわわった。武器・武具じたいが物流していた。

　5世紀後半，倭と金官加耶（任那）勢力との政治的関係が変動する。弁韓いらいの鉄素材の供給
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関係に変化が生じるようになった。そのいっぽう倭国と大加耶との関係がふかまるが，鉄鍵はその

大加耶の中心地である高霊地域から流入したとかんがえられる。野中古墳では，鉄鍵に高霊土器が

伴出する。

　高霊池山洞古墳群では，32・44号墳で蒙古鉢冑，32号墳で横矧板鋲留短甲・衝角付冑，30号墳

で眉庇付冑のような倭製の甲冑が出土している。横矧板鋲留短甲1領は鉄錐40～50枚分である。

　そのほか横矧板鋲留短甲は，東莱福泉洞112号墳，陳川玉田28号墳，長城晩無里，衝角付冑が

五倫台古墳など慶尚南道と全羅南道地域に分布する。5世紀第4四半期，「倭王権を構成する諸勢

力が朝鮮半島で最も盛んに活動した時代」で，加羅東南地域の「金海を中心として，文物・財宝の

輸入などの活動」［山尾1999］があった。倭系の甲冑の分布状況も，そうした諸活動の一環として

位置づけられよう。6世紀代には桂甲にかわる。倭・韓の型式差は区別しがたい。

　5世紀中葉～後半，朝鮮半島から中国東北地方にかけて，高句麗・百済・慕韓・新羅・慕韓・加

羅・任那の国々が存立していた。加耶は二つの勢力にわかれていた。『宋書』倭国伝にみえる「加

羅」は，高霊加耶を中心とした大加耶で，「任那」は金海地域の金官加耶である。

　宋の元嘉15年（438）から昇明2年（478）の間，「任那」国は存在した。任那は，金海貝塚を中

心に西は熊川貝塚，北は南江，東は洛東江を境域としていたのであろう。洛東江をこえて，釜山東

莱の勢力と政治的関係も結んでいた。

　新羅の東北部には秦韓勢力が存在したが，5世紀末にはその支配領域にくみこまれた。軍事的支

配でなく，秦韓の支配層に身分的制的支配による。三防（悉直州）の漱岩洞ア21号墳や江陵（何

抵羅州）の草堂洞古墳群出土の山字形金銅冠がその象徴である。

　新羅は，532年金官加耶を滅ぼす。その以前の5世紀後半ごろから，洛東江をはさんで，金海と

東莱地域は共通した土器分布圏が形成されている。新羅の政治的影響の反映である。加耶諸国は大

加耶勢力に統合される。

　ところで倭は鉄を加耶にたいする軍事的支配によって獲得したという論がある。それば広開土王

碑文の解釈の誤謬に起因する。

　広開土王碑文の建立は，長寿王が先王の広開土王を顕彰し，陵墓・陵園の造営をつうじて，王権

力を継承し，支配体制を確立することにあった。

　　永楽十年（400），「教して歩騎五萬を遣はし，往きて新羅を救はしむ。男居城従り，新羅城に

　　至るまで，倭は其の中に満つ。…倭賊，敗□す。…任那加羅の従抜城に至るや，城は即ち蹄服

　　す。安羅人戊兵，新羅城・口城を口す。倭口し，倭潰ゆ」［武田1989］。

　高句麗は，倭に侵略された新羅をたすけるという名目で，新羅の王都慶州を占領し，軍事的に支

配し，さらに金海まで侵攻する。倭はあくまで仮想敵国として倭であった。つぎの記事は実体がな

く，史実でなかった。

　　391年（辛卯年），「百残・新羅，旧より是れ属民にして，由来，朝貢せり。而るに倭，以て，

　　辛卯の年来，口を渡りて　百残を破り，新羅を口口し，以て臣民と為せり」。

　かりに「倭j・「倭賊」が存在したとしても，慶州や金海での戦いで，敗北（退），潰敗した。

　　永楽十四年（404），「倭は付軌にして帯方の界に侵入し，…□□□□□石城□連船□□□せり。

　　王，躬ら率ゐて口口し，平壌従り……倭冠は潰敗し，斬殺せらるるもの無数なり」。
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　帯方の界は，漢江から臨津江下流域であろうが，碑文いがいに倭がこの時期に高句麗に侵入し、

攻撃したという資料がない。高句麗は百済侵攻にさいして，やはり仮想敵国としての倭をもちだし

ている。高句麗は396年（永楽六年），「王躬ら口軍を率ゐ，残國を討伐す。…寧八城…阿旦城…を

攻取し，その國城を口す。残主，…男・女の生ロー千人，細布千匹を献□し，…是に於て五十八城，

村七百を得，残主の弟，併びに大臣十人を将ひ，師を旋して，都に還る」〔武田1989］。漢江流域に

進出し，阿旦城を築いた。この帯方の界の戦いも虚構であろう。かりに倭冠が侵攻したとしても，

その倭冠は「壊敗」している。

　そうした歴史環境のなかで，壊滅したという倭がなぜ加耶や新羅を支配できるのか。碑文には倭

の勢力が復興し，さらに侵略して領域的に支配したというような史料はない。この事実が看過され

ている。高句麗（軍）の政治的意図は，新羅・百済の支配であり，戦争の大義名分として，倭（倭

賊・倭冠・倭兵）の侵略行為をつくりあげたにすぎない。新羅の王都に進駐しつづけた高句麗軍が

そのことを明白にものがたっている［東2002］。新羅は侵掠されたのであった。

　したがって加耶の鉄を獲得するために，軍事的に進出，加耶を支配したとか，鉄の入手の代償と

して派兵したといった議論はことごとく虚構である。

　新羅は，532年金官加耶を滅ぼす。その以前の5世紀後半ごろから，洛東江をはさんで，金海と

東莱地域は共通した土器分布圏が形成されている。新羅の政治的影響の反映である。加耶諸国は大

加耶勢力に統合される。

　5世紀末代には列島内で製鉄がはじまるが，5世紀半ばには分業が発達し，生産と流通機構が整

備される。とくに須恵器生産の諸技術は製鉄の技術移転を容易にした。

　5世紀代，倭王の遣使と要求した王と開始は，臣僚の爵位に，倭国の権力構造が反映するという

仮説をもとに，国家機構の発展段階を次のようにとらえた［東2001］。

　　・倭珍（誉田山古墳）と倭惰等13人の遣使（438年体制）

　　・倭済（大仙古墳）と僚属23人（451年体制）

　　・倭武（河内大塚）と僚属（478年体制）

　倭の五王の他の二王，倭讃は上石津ミサンザイ古墳，倭興は土師ミサンザイ古墳に比定される。

倭武の墓は、墳形・規模などの点から岡ミサンザイ古墳よりは、河内大塚に比定する。各王墓と同

じ時期，古墳の構造・規模などの差違，分布状況などから，各体制の時期の権力構造が知られる。

　451年体制の5世紀第3四半期は，九州から関東地方に分布する画文帯神獣鏡などは，広範な流

通システムが存在したことをしめす。この時期には，衝角付冑・三角板鋲留短甲・横矧板鋲留短甲

などの甲胃が大量生産され，古墳への副葬例が増加する。前段階の長方板革綴短甲や三角板革綴短

甲にくらべ，九州から関東地方に分布するようになる。その背景に軍事力の強化，軍事体制が布か

れた。分業が発達し，武器・武具（甲冑）は奈良盆地・大阪平野内の鍛冶専業集落（工房）で生産

され，各地に供給されたと推定される。臣僚制と軍事制度は一体のものであった。451年体制下で，

臣僚制が施行され，地方統制が進行する。

　478年体制下で，倭王珍・済による地方統制を土台として，国家機構，身分制度が確立される。

武王の上表文にみえる「渡平海北九十五国」については，その論理性からみて高句麗をのぞく新

羅・百済・加耶・慕（馬）韓・秦（辰）韓を包摂し，諸国内の諸地域をさすのであろうが，倭が新
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羅，加耶諸国，百済を征服したという史実はない。

　5世紀後半代に，画文帯神獣鏡の同型鏡の分布圏が形成される。それは，甲冑，鉄鍵（鉄素材）

などの分布範囲とかさなりあっている。西は九州の江田船山古墳有銘大刀，東は関東の埼玉稲荷山

古墳の有銘鉄剣にいたる政治文化圏であり，同時に経済的流通圏である。倭政権を核とする倭国の

領域をしめす。

　鉄は生産力の基礎となるが，「鉄は国家なり」ということを観念的に解釈し，政治的，軍事的に

獲得するという，いわば掠奪史観というべき論があまりにもおおい。

　鉄艇（鉄素材）は，基本的に交易という経済的な関係によって流通していた。加耶と倭をめぐる

歴史環境のなかで，支配，侵略，戦争といった政治的交通関係はなかったのである。
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辯辰과加耶의鐵 

東 懶

[井辰C:IJDl!~O)i!'J ···…훌 a앵 

「三國志」 鏡書辯辰條의 「國出鐵韓滅慶皆從取之諸市買皆用鐵如中園用錢X以供給二那」 및 東혔 

傳優A條의 「南北市驚」 의 記事에 대해 對馬島냐 홉城島의 樓A은 짤을 매매해 鐵을 市(取) 하고 

있었다고해석했다. 쭈狀鐵板이냐鐵鍵 (은)는鐵素材로 5 世紀末에 列島內에셔 鐵生塵아 시작할때 

까지 優는 그러한 鐵素材률 휴韓이나 加耶로부터 國際的언 交易에 의해 압수하고 있었다. 鐵鍵 빛 驚

造쭈形品의 型式學的編年과 分布論으로부터 그것들은 洛東江 流域의 加耶諸園이나 榮山江流域의 

幕韓으로부터 유업한 것이다. 

優國에 移轉펀 製鐵技術은 慶州 뽑城洞이나 鎭川 石帳里遺題에 확인된 기술들 이였다. 그 관련으 

로 大厭府 大縣遺續의 年代送風管의 形願 鐵繹의 出土量은 재검토 하지 않으면 안 되는 것을 제창했 

다. 寶造쭈形品은 農具(緣 • 종) 이며 형태의 비교로부터 열도내의 것은 洛東江 下流域으로부터 공급 

된 것율 추정했다. tm耶와 像의 사이에 있어, 철의 유통, 특히 鐵鍵 (鐵素材)는 교역이라고 하는 경제 

적인 관계에 의해 유통했다. 廣開土王陣文둥의 검토도 근거로 해 加耶와 優를 둘러싼 歷史環境안에 

서 지배 침략 전쟁이라고 하는 정치적 交通關係는 없었다. 抱養史觀이라고 해야 할 논률을 비판했다. 
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Tlle　Iron　Materials　in　Pyonjin　and　Kaya

AZUMA，　Ushio

　　Records　describing　activities　in　Pyonjin　and　the　people　of　Wa　contained　in　the　Chinese　His－

tory　of　the　Three　Kingdoms　have　been　interpreted　as　meaning　that　the　people　of　Wa　living　on

Tsushima　and　Iki　traded亘ce　and　acquired　iron．　These　iron　materials　were　iron　plates　shaped

like　adzes　and　iron　ingods，　and　were　obtained　through　international　trading　between　Wa　and

Pyo亘jin　and　Kaya　until　the　end　of　the　5th　century　when　iron　production　began　in　the　Japa－

nese　Archipelago．　The　dating　of　these　iron　materials　and　cast　adzes　and　opinions　as　to　their

distribution　have　determined　that　they　came　to　Wa仕om　various　Kaya　states　in　the　Nakdong－

gang　River　valley　and　Bokan（慕韓）in　the　Yeongsan－gang　River　valley．　It　is　conceivable　that

the　iron　manu飴cturing　techniques　tha七were　introduced　to　Wa　were七he　same　as七hose　con一

丘rmed　by　the　Gyeongiu　Fangseong－dong　and　the　Jincheon－gun　So均iang（石帳里）remains．　It

is　in　this　connection　that　there　have　been　calls五）r　a　re－investigation　of　the　ag℃of　the　style　of

twyer　used　in　bellows，　the　amount　of　iron　slag　excavated，　and　materials　f士om　the　Oagata　re－

mains　in　present－day　Osaka　Prefbcture．　The　cast　iron　implements　shaped　like　adzes　are　agri－

cultural　implements（scythe，　hoe），and　a　comparison　of　their　fbrms　has　prompted　the　conjec－

ture　that　those　fb皿d　in　the　Japanese　Archipelago　were　supplied　fmm　the　Nakdong－gang

River　valley．　The　distribution　of　iron，　especially　iron　materials　between　Kaya　and　Wa，　oc－

curred　as　part　of　an　economic　relatiollship　that　involved　trade．　A　study　of　other　sources　of　in－

fbrmation　such　as　inscriptions　at　the　monument　to　King　Koukaidoou　also　show　that　the　his－

torical　environment　in　which　Kaya　and　Wa　were　in　contact　with　each　other　was　not　a　politi－

cal　relationship　involving　control，　invasi皿and　war．　Instead，　this　paper　criticizes　the　theory

that　takes　the　view　that　this　relationship　was　one　of　pillage　and　plunder．

54


